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帯書しい地質掌

④

日本列島の生いたち

5.日本刑魁の誕生

人は世の中の喜怒哀楽をじゅうぶんに経験し家庭

をもっようになりますと多くの人のばあいその生活

態度や将来への生活設計などを親や兄弟とともに暮し

ていたころとはだいぶ異なった自分独自のものとして

進めていくようです.これとほぼおなじように地球

上の現象は中生代をむかえるとそれぞれの部分が独

白の発展様相をもつようになり生物の世界も巨大な

ノ･チュウ類や巨木によって特徴づけられる大型の時代

に変わっていきました.そして日本列島も中生代を

むかえていよいよ現在の日本列島形成への独白の発

展をとげる足がための態勢に入るわけです.

さて古生代の終わりごろに起こったバリスカン造山

運動は中生代のごくはじめのころまで続いて活動しま

したがこの運動によって日本列島はついに姿を海上

に現わしはじめて広々とした陸地になったのです.

そして誕生して間もないころの日本列島はおおよそ

第29図のような形をしていたと考えられまた同図に示

された陸と海との境界線は当時の海岸線をだいたい示

しているわけですカミみ荏さんはこの図を見てr大

昔の海岸線がどうしてわかるのか｣ときっとふし

ぎに思われたことでしょう.

小村幸二郎

大昔の海岸線の状態を知ることはたいへんむずかし

いことですカミかたりよく推定することカミできるのです.

私たち地質の研究にたずさわっている者は古い時代の

地理(古地理)を知るためにまずその時代に海底に積も

った地層カミどのように分布しているかを長い間かか

って調べてきました.たとえば三畳紀のはじめごろ

に堆積した地層がどのように分布しているかというこ

とについて地層の性質構造その中に含まれている

化石などを中心に詳しく調べた結果それが第29図に示

したように北上山地南部関東山地南部赤石山地

紀伊半島南部四国南部九州南部などに分布してv'る

ことがほぼわかりました.この図に当時の化石を産す

る場所カミ記入されていますがこれらの場所はその当

時に堆積した地層がそこにあることを示していますので

このような部分を連ねた線は古生代の地層とこの当時

の地層との境界線いいかえれば大き狂意味で当時の

海岸線を示しているとみなすことができるのです.

バリスカン造山運動後三畳紀をへてつぎのジュラ

紀Jurassicperiodの終わりごろまでは地球上には割

合いにおだやかた時がおとずれたのですがそのころの

日本列島はどのよう狂状態にあったのでしょうか.

アミ地は陸､白地は海

0印は鳥巣式石灰岩の分布をしめす

6.あらしの後のしずけさ

三畳紀からジュラ紀にかけて割合いにおだやかであ

←

第29図

三畳紀前期の日本

(図説･地球の歴史)

今

第30図

日本の中生代構造

区(図説･地球の

歴史)
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つたとはいうものの局部的にはか柱･りはげしい変動力ま

あったのです.たとえば日本の三畳紀の地層のうち

その代表者として知られている北上山地の稲井層灘や

やくの

舞鶴地帯の夜久野層群はいずれもはげしい沈降部に

堆積した地層であることが明らかにされています(第30図)

日本列島は局部的なはげしい沈降や隆起をくりかえ

しながら三畳紀の前半には隆起の段階に変わっていく

途上にありそして後半には地背斜井Geoanticline

の段階へと発展していったのです(第3ユ図).このことは

第29･31図と第ユ6回とをくらべて見ることによって容易

に理解していただけると思いますので面倒でももう

一度地質ニュｰス8月号を出して見て下さい.

}地背斜先に説明した地向斜と反対の現黎を示す地帯で前

の時代の地向余iは後の時代の地背斜となること

が多い

三畳紀をすぎ次のジュラ紀に入ると巨大たハチュウ

類をはじめ大型の生物がますます勢力をのぱしてきま

したカ主このころの日本にはまだノ･チュウ類の姿はほと

んどみられませんでした.

当時の日本は温暖で平和にみちあふれ北は北海道

から南は九州にいたる広い海岸線にはサンゴ礁伽

Coralreefが点在しまるで南海に浮かぶ常夏の島の

ように美しい景観を呈していたようです.そしてこ

とリのす

れらのサンゴ礁は現在では鳥巣石灰岩棚丁0rinosu

1i㎜eS[0neと呼ばれこれを主とする地層は鳥巣石灰

岩層丁0rinosu1i㎜estOnegrOupとしてこの時代の

代表的な地層として取り扱われています.

昨1サンゴ礁造礁サンゴ虫によって形成された炭酸項灰質の岩

礁または礁島この種のサンゴ虫は一年の最低温

度が18丁以上の熱帯または亜熱帯地方で適当な

アミ地は陸､白地は海

◎印は｣皿貝期(ノリアン)化石産地

X印は佐川期(カｰニアン)化石産地

底々の府側の液を示す

第31図三畳紀後期の日本(図説･地球の歴史)

塩度の浅い海(多くは50m以上)でのみ繁殖し得

るのでサンゴ礁の存在はこのような生成環境

を示すものと考えてさしつかえない

“2鳥僕肩灰岩禽知県佐川町鳥ノ楽部落付近に標式的に露出して

いる石灰岩で多くは暗灰色ないしは勘色を呈し

サンゴ類や朽灰藻などを含んでいる

ジニ･ラ紀の地史を大局的に見たばあい前半と後半と

に大別することができます.前半は三畳紀の後半か

ら続いた地背斜時代で特徴づけられ日本列島は刻々

と陸化の傾向をたどっていったのですか後半は次の

白亜紀Cretaceousperiodに起こった大変動の前ぶれ

の時代ともいうべきで再び海侵'三Transgressi㎝が

はじまり陸地が孤立化する傾向に向かいました(第32図)

;1･海侵地盤の沈降または海水準の上昇によって陸地の.ヒ

に海がひろがリこれをおおったこと

7.ふたたぴあらし仁みまわ机た日本列島

ジュラ紀につづく白亜紀は中世代最後の時代で約

7000万年つづきました.そしてこの時代の地層はそ

の名のように白亜;寸Chalkによって代表されその

中に当時海の王者として君臨したアンモナイト2

AmmOniteの化石やウニの化石をたくさん含んでい

ます.

比1白

斑

}2アンモナイト

柵風成層

主として海産介殻類より得られた炭酸石灰よりな

る浅海況穣物で白色または灰白色細粒がつ柔軟

の岩石であるが一都には風成層中"Aeolian

depositと思われるような部分もあるドｰバ

ｰ海峡に面してきわめて印1象的泣景観をなしてい

る白色の崖をつくっているのが白亜でありこの

ほかアメリカのワイオミング州やアラバマ州な

どにも広く分布している

軟休動物の一種で円盤状の平たい殻をもっている

砂や塵が風ではこばれて堆積したもので砂丘は

そのもっとも著しいものである中国において

有名租黄土Loessや関東地方や鹿児島などに広

アミ地は陸白地は海

○印は鳥巣式石灰岩の分布をしめす秦

第32図

ジュラ紀後期の目本(図説･地球θ)歴史)�
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く分布しているロｰム層(いわゆる赤上)

loamなどの火山灰堆積物も風成層の一種である

アンモナイトはシノレリア紀のはじめに現われ中生

代に入って全盛をきわめたのですが白亜紀が終わると

ともに滅亡しました.白亜紀はアンモナイトにとっ

てさしずめ別離の宴の夕べであったといったところで

しようか.

一方ジュラ紀の終わりごろに起こった変動のきざし

は白亜紀に入って一段とはげしくなりアルプス造山

運動と呼ばれる大変動として再び地球に大革命をもた

らしたのです.そして横の方から加えられた強いカ

のためにそれまでは割合いに平らに積もっていた中世

代の地層は断層によってずたずたに断ち切られたり摺

曲したりときには下にあった古生層が中生層の上にの

し上カミったりしてきわめて複雑な地質構造を示すよう

に狂りました｡当時の日本列島はそのほぼ中軸にあ

ちちぷ

たる部分に秩父古生層と呼ばれる地層や変成岩などか

らできている山脈か北東一南西方向に走りこれを境と

して相対的に北酉(大陸)側は隆起する傾向にあり

西日本の太平洋側や北海道の背稜山脈地域などは地向

斜の状態にありました(第33酬

ところが白亜紀の終わりごろの変動によってそれ

まで日本列島の中軸を恋していた部分が割合いに短い

期間のうちに数1000mも沈降してしまったのです.

そしてその沈降した部分は大きな入江や内海になりま

した.現在日本で屈指の最勝地として広く知られてい

る瀬戸内海はこの時期におおよその形がつくられたの

です(第34図).もちろんこの変動の時期には花開岩をは

じめいわゆる酸性岩類批Acidicrocksや中性岩類棚

工ntemediaterocksの活動カミ方々で行なわれましたが

この時期の火山活動は古生代のそれほどははげしくなか

ったようです.このころできた花商岩は中国山脈や

茨城県の筑波山の北方などに露出していますし中国地

サず｡あか主がせき

方で硯を'つくる石材とLてとられている赤聞石はこ

の時代の火山活動によって噴出堆積した一種の凝灰岩

です.

弗1酸

申2中

}}`口`幻犀底火山の～敏Lカ'ったj曲敏

性岩

性岩

火成岩中の強酸Si0主の鐙はふつう40～78%であ

るがSiO苫を65%以上合むものを酸性皆という

S10当を52～65%含む火成岩またSi02の合有

量が52%以下のものを膓基性岩Basicrockと呼

ぴSi0苫の合有量が45%以下のものをとくに超

(過)塩基性岩Ultrabasicrockと呼ぶ

･o4

これまでの間に地球を大きくゆり動かした変動が3

回ありましたがみなさんはそれをおぼえていますか.

そうですね.カレドニア造山運動バリスカン造山運

動そしてアルプス造山運動です.ここでアルプス造

山運動と他の造山運動との性質のちがいをもう一度復習

してみましょう.最後に起こったアノレプス造山運動と

他の造山運動とはいろいろの面でだいぶ異放っています.

たとえばバリスカン造山運動の舞台と桂った地中海の

北側のヨｰロッパ各地はバリスカン造山運動が終わっ

た後は安定た地域となりました.ところがその南側

ではバリスカ:■造山運動後再び地向斜に柱ったところ

が少なく狂かったのです.日本やインドネシアヒマ

ラヤアノレプスなどはバリスカン造山運動後再び地向

斜にたった代表的な地域でこれらの地域ではその後

中生代はもちろん新世代Cainozoiceraに入ってから

さえも地向斜から山脈地帯に変わる運動が行なわれた

←

第33図

白亜紀前期の同本

(図説･地球の歴史)

今

第34図

白亜紀後期の貝本

(図説･地球の歴史)�
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策35図

漸新世の同本列

島(図説･地鉄

の歴史)

のです.これがいわゆるアルプス造山運動で現在も

なお各国の登山隊がきそって遠征をくりかえしているヒ

マラヤやアルプスの高峯はこの運動によって形成され

たのです.こう述べますとみなさんはもうカレドニ

ア1バリスカン造山運動とアルプス造山運動とのち如

いをよく認識されたにちがいありません.そうです

｢カレドニア造山運動やバリスカン造山運動はある特定の時

期に起こった造山運動でアルプス造山運動は特定の時代の

ものではなく古生代以後に起こり新第三紀Neog㎝etert-

iaryのはじめまで続いたもっとも新しい造山運動である｣

とおぼえておけぱまず間違いないでしょう.もっとも

アノレプス造山運動の性質はこれだけではいいつくせま

せんがこの後にもアルプス造山運動カミ与えたいろいろ

の影響をかいつまんで述べますのでこれまでと同じよ

うによく読んで下さい.

8.日本刑鑑の恩吹き

中生代の別離の歌をかなでたアルプス造山運動を機に

地球は面目を一新していよいよ新世代をむかえました.

それは今からおよそ6000万年前のことです.新世代に

入りますといろいろのことがかなり詳しくわかります

ので地質時代の区分も先に述べた古生代や中生代の

それよりもやや細かくなっています(第5表･･8月号).

'新生代のはじめにあたる古第三紀Paleog㎝eter･

tiaryに入りますと地球上の諸現象は現在のわたく

したちの生活に深い関係を持つようになります.たと

えば日本に産する石炭*COalの大部分はこの時代

に繁茂した植物からできていますしまたこれまで姿

を見せ汝かった哺乳動物カミ姿を見せるようになりました.

昨肩炭植物の遺骸が堆積分解して生じた層状の燃える性

質をもった炭質岩Carbonaceousrockで燃料

として使えるもの

またアノレプス造山運動によって地球表面は広く陸

化しましたので白亜紀の終わりごろから陸カミひじょう

しLん

に広く妊り古第三紀の2番目にあたる始新世Eocene

ρころには大陸と陸っづきになっていた日本に大陸

からアミノドン糸Amynodonと呼ばれるサイなどがや

ってきました.

#アノドン哺乳類奇蹄亜目Perrissodactyla中

サイ科Rhin㏄erotidaeに属する

ぜんLん

そして古第三紀の最後の漸新世OligOceneのころに

なると海岸線は次第に内側へ入りこみ(第35図)現在の

日本列島形成のきざしがみ完そきました.

ちゆうしん

古第三紀に次ぐ新第三紀は前半の中新世Miocene

と後半の鮮新世P1ioceneとに区別され前者は1500～

1600万年後者は1000～1100万年つづきました.そし

て中新世のころアジア大陸の東縁部には大規模の断層

運動がはげしく行なわれこの運動はアジア大陸東縁部

の構造を形づくるのに大きな役割を果たしました.日

本列島の東側にあるような一海溝洲Trenchや火山

帯"VolcaniczOne(be1t)地震帯糊Earthquakezone

SeismiczoneorbeItなどはおもにこのときにつく

られたのです.

#1海溝大洋底の細長い凹所でその側面は急斜している

弗2火山帯地球.ヒの清火山Activevo1c帥｡や休火山

��慮瑶��湯���湯楮摯�慮瑯爀

inquieSCentState租どの犬部分は地球上のあ

る限られた細長い地域に帯状に配列されている傾

向がみられるこのように火山が分布している

地域を火山帯という

昨3地震帯地球上で地麗が発生する地壇はおおよそ限られて

おりその地域は帯状をなしているので地震帯と

よぱれる

このようた大規模の断層運動は現在の目本列島の位

置いいかえれば目本カミ大陸から離れる以前のアジア

大陸の東縁部にも起こりそのために現在の中央山脈の

目本海側は陥没して現在の目本海の原形をつくり北海

道の脊稜山脈の酉側も陥没してここは現在みられるよ

うな低地帯を形成するようになりました.このような

断層は方々で生じましたがそのなかでマリアナ諾島

から伊豆七島付近を通る大断層の延長は本州を東北目

本と酉南目本とに両断する大陥没をひきおこしました.

このツメ跡カミ有名な｢フォッサマグナ｣と呼ばれる大

裂隙なのです(第30図の飛弾帯の東側を南北に走る欄造繊).この

ような大断層はふつうの小規模の断層のできかたとは

異なって一回の運動でできたのではなく同じ地帯に

断層運動カ茎くりかえし行なわれたために生じたもので.

平行に走る多くの断層の集まりからできていますので

ふつうの断層と区別するため1こ構造線Tectonic1ineと

呼ばれています,�
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そして構造線のうち地殻のひじょうに深いところまで

続いているものを深部裂隙と呼びますカ書中新世に日本

付近に生じた深部裂隙の形は現在の日本列島の形とひ

じょうによく似ておりこれが現在の日本列島を形づく

一る大き校原因となったことをよく示しています.これ

については中･高校で使われている日本地図や世界地図

によっても容易に理解できます.このように述べます

とみなさんはきっとr日本付近の深部裂隙がなぜ同じょう

に太平洋の方へ張りだした弧状をなしているのだろうか｣とい

う疑問をもつにちがいありません.そしてもっと観察

力のすぐれた人はその形が球面をある角度で切った

ときの切断面と球の表面との交会線によく似ていること

に気がつくはずです.多くの裂隙カミな音上に述べたよ

うな方向性をもっているかということについてはまだ

はっきりレていませんが現在の段階では地下の浅い

場所で発生する地震から地下700kmにおよぶ深部に

おいて発生する地震までの震源カミ地表から23～61｡の

傾斜面上にほぼ配列していることがわかっていますので

この面を境として太平洋側と大陸側とはちょうど断層

の下盤側と上盤側のような関係にありこの面に沿う規

模の大き租多くの弱面があって加えられた圧力がこの

部分に集中するためにこのような弱面の集合部カミ地表

で大裂隙として現われているのだと考えられています.

いいかえれば日本列島形成の大きな原因となった新

第三紀中新世の断層運動は深部裂隙の活動にほかなら

ないということができるでしょう韮しかし新第三紀

の構造運動については今もなお不明のことが多く謎お

して今後の研究が期待されているのです出

新第三紀には上に述べたような大きな運動にともなわ

れて方々に地向斜ができそこでははげしい火山活動カミ

行なわれその中心部では厚さ数1000mにおよぶ物質カミ

堆積しました.このような地域はふつう緑色凝灰岩

Greentu丘と呼ばれる岩石によって特徴づけられか

つ多くの地下資源を包蔵していますのでとくにグリｰ

ンタフ地域と呼ばれいろいろの面で注目研究されて

います.新第三紀ごろの目泰はまだ大陸とつなカミって

いてそのはじめごろにはブノロフォトン象Bunolo･

phodonか鮮新世にはさらにトリロフォトン象Tri1o･

phodonやステゴドン象Stegodonが群をなして日本へ

やってきて生物の世界もにぎやかになってきました.

9.最近の日本列島

地史の上にははなやかないろどりをそえた新第三紀

がすぎて今を去るおよそ100万年前地球はいよいよ

第四紀Quartemaryと呼ばれる時代をむかえました.

そして幾度かあらしにみまわれゆり動かされた日本

列島は新第三紀のはげしい運動によって骨格カミ形づく

られ第四紀に入って大陸から完全にはなれて大小多

数の島からなる現在の日本列島になったのです.(第36図)

ですから現在の日本列島の形成はわずかここ100万年

ぐらいの内のできごとだったわけです.一口に100万

年といえばとほうもなく長い年月のように思われがちで

すカミ地球の年令を50億年と仮定すればこの期間は地

球の年令の約1/5000にすぎずほんの一瞬にすぎないの

です宙

第四紀に入り漢すと人類カミ現われ世界のいたるとこ

ろ1ご4回にわたって寒い時期淋おとずれ氷河カミできま

したので第四紀のことを人類時代とか氷河時代Gla･

④1目洪欄世の古地理

○

戸

謁

⑫薪洪積世の古地理

第36図

洪積杜旧期と所期

との日本列島のち

がい(図説･地球

の歴史)�
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｡ierageと呼ぶこともあります.4回にわたる寒い弥生等の時代をすぎて現在に至るのですかこれらにつ

時期(氷期)とつぎの氷期との間の割合いに暖かい時間いては後で述べることにしましょう.

(間氷期)には氷河カ室とけて海中に流れこみましたので過去4回にわたって地球の誕生から日本列島の誕生

その時期には海水面が相対的に上昇しました.現在でに至るまでのことについて述べてきましたが筆者の知

も南極大陸や北極に近いグリｰンランドなどは陸地の約識の乏しさと文才に欠けることのためにおわかりいた

一/｡oの面積は氷河におおわれその最も厚いところではだけ柱かった点も多かったことと思いますカミここで深

3000m以上に達するといわれています.くお詫びいたします.

今彼に地球上の氷がすべてとけて海中に流れこんだ

としたら海水面は現在よりも約60m上昇することになまた多くの問題についての解説カ主すべて舌たらずに

るのです.地形学や地質学の知識によっていろいろと終わりましたカ茎これは紙数の都合などもあって致し方

調べた結果日本では氷期と間氷期とのくりかえしにのないものもありました.とくに私たちの生活に直結

よって第四紀には海水面が±18コ～200m上下したこする第四紀についてはまったく不じゅうぶんな記載にど

とカミわかりました.それで私たちがふつう大陸棚どまりましたことをあわせてお詫びいたします.今

Continentalshelfと呼んでいる陸地をとりまく深さ後地球に関する研究は急速に進み科学のカが自然現象

200mぐらV'までの海域は氷期には平らな平野であっをコントロｰノレするようになることでしょう.最後に

たにちがいありません.最近は日本の第四紀につい未来の地球ブランを図示(第37図)して次号からは生物

て調査が活発に進められていますがまだ研究不じゅうの起源進化地質と私たちの生活とのむすびつき地

ぶんで総合的な結論は得られていませんので今後こ下資源岩石等の解説をつづけていくつもりです.

の面での研究は国土の開発という点でも積極的に進め(筆者は鉱床都)

られなければならないと思われます･〔注〕筆者小村技官は9月26目サウジァラビァヘ出張しましたので

11月号から岸本技官にバトンタッチして太話をすすめるこ

とになりますご了承下さい

ここでいよいよ私たちの祖先が現われ石器縄文

第37図未来の地球ブラン(図説･地球の歴史)
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